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年 月 日 （ 土 ） ：

分 ／ 分 有

／ 人

0 0

0 1

番 番

No. 号 号 No.

分 1 年 20 1 2 年 分

分 2 年 2 4 2 年 分

分 2 年 4 2 2 年 分

分 2 年 3 15 2 年 分

分 2 年 6 18 2 年 分

分 2 年 7 8 2 年 52 分

69 分 2 年 8 6 2 年 65 分

62 分 1 年 19 9 1 年 分

分 2 年 10 14 2 年 43 分

48 分 2 年 11 10 1 年 分

67 分 2 年 17 11 2 年 43 分

分 2 年 1 12 2 年 分

分 2 年 13 19 2 年 分 11

8 分 2 年 5 7 2 年 分 6

分 1 年 22 20 2 年 分

公 式 記 録 
(社)兵庫県サッカー協会 
兵庫県高体連サッカー部 

主審
署名 平 山 浩 輔平成２３年度兵庫県高等学校サッカー新人大会 準決勝 38

日  時 2012 2 4 13 00 キックオフ 会  場   アスパ五色  メイングラウンド

天  候 晴れ 風 強風 ピッチ 天然芝 ・ 人工芝 ・ クレー 状  態 良好 試合形式 70  延長 ／  PK戦

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 辺見  康裕 会場主任 堀口  泰司 記  録 田坂  昌彦 岡本　進司 観 衆 500

主  審 平山  浩輔 副審１ 梅谷  昇平 副審２ 松山  典章 第４の審判員 吉本  忠義

 チーム名

0

前半

1

 チーム名 kick off

関西学院高等部 後半 滝 川 第 二 高 校
延前

選手番号 P
K
戦

延後 P
K
戦

選手番号

○×  先 PK戦 先  ○×

交代 シュート
選　手　名 (学年) 位置 位置 選　手　名 (学年)

シュート 交代

延後 OUT時間OUT時間 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前

吉田  賢史 ＧＫ GK 中村  正識

種子  祐輔 DF DF 山本  和也 2

林     俊彰 DF DF 大住  直輝

神吉  健太 DF DF 佐々木 慎太郎

小森  章平 DF DF 福寿  晃希

山口  雅弘 MF MF 下糀  龍樹 1

坂下  泰士 MF MF 福井     怜

小川原 一輝 MF MF 李       光 1

留田  紫雲 MF MF 廣田　展之

下笠  洋光 FW FW 谷本     優 2 １＊

2 3 村主  龍平 FW FW 寺田     凌

仙田     凌 ＧＫ GK 藤岡  貴士

宮崎  椋太 DF FW 木下  稜介

二野  雄介 DF MF 高畑  智也

延東　和孝 MF MF 名定  琢望分 1 年 22 20 2 年 分

19 分 1 年 23 16 2 年 分 14

分 2 年 14 13 1 年 分 8

分 2 年 12 25 2 年 分

17 分 1 年 24 3 1 年 分

11 分 1 年 16 23 2 年 分

No. 延後 延前 延前 延後 No.

分 7 分 2

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

No.

分 10 0 － 1

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

【 】 【 】

延東　和孝 MF MF 名定  琢望

今里　太郎 MF MF 馬場     航

原田  明治 MF FW 星野  遼河

小川  将史 DF DF 吉田　亮太

高橋　巧 FW DF 中村  亮太

金岡　正諭 FW MF 中村　聡太

時 間 警・退 氏　　名 事 由 合 計 後半 前半 チーム合計 前半 後半 合 計 時 間 警・退 氏　　名 事 由

56 警 山口　雅弘 遅延 5 2 3 シュート 3 4 7 11 警告 大住　直輝 ラフ

5 2 3 Ｇ Ｋ 4 4 8

1 0 1 Ｃ Ｋ 1 0 1

17 8 9 直接ＦＫ 9 6 15

2 2 0

0 Ｐ Ｋ

間接ＦＫ 0 2 2

00 00 0

 ［警告事由］  反ス・ラフ・異議・繰返・遅延・距離・無入・無去                 ［退場事由］  不正・乱暴・つば・阻(手)・阻(他)・侮辱・警２

時 間 チ ー ム 得点者 スコア ［得点経過］ 略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ

得
 
点
 
経
 
過

58 滝川第二 谷本 左 4 → 13 → 中央 → 6 ～ ｓ × 10 Ｓ

戦評者 所 属 須磨友が丘・小野 氏 名 尾崎・笠原
  関学３－５－２、滝川第二４－４－２のシステムで強風の中ゲームがスタートした。風上に立つ関学が立ち上がりから主導権を握り優位に

ゲームを進めた。滝川第二の不用意なファールからのＦＫや、⑩留田を中心にゲームを組み立て、何度かチャンスを作った。対する滝川第二

は、テンポ良くボールを動かそうとしたが、関学の粘り強い守備にチャンスを作ることが出来なかった。後半に入り、風上に立った滝川第二

が積極的な選手交代などからペースを握り、前線からの素早いプレスとセカンドボールの奪取から何度もチャンスを作った。５７分スローイ

戦

評

ンから⑬星野・⑥福井につながりシュートのこぼれ球を⑩谷本が詰めゴールをあげた。その後滝川第二は、関学の反撃を粘り強く守り勝ち抜

いた。お互いに良い攻撃の形が見えない中、滝川第二がワンチャンスをものにしたゲームであった。

評

[備 考]


